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ネットワークカメラ 

設置説明書 

お買い上げいただきありびとうございまず。 


お客様へ 

本製品の取0付けには、確実な作業び必要になります。 

必ず、販売店や工事店に依頼して、安全性に充分考慮して確実な取0 
付けを行って < ださい。 


[A ttgl 電気製品は、安全のための注意事項を守5ないと、火災や 
- ' 人身事故になることびあ0ます。 

この設置説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品の取0扱 
いかたを示しています。この設置説明書をよくお読みのラえ、製品を安 
全にお使いください。お読みになったあとは、いつでも見5れるところ 
に必ず保管して < ださい。 

■ 口 EL/X 

SNC - RH 164 
SNC - RS 86 N / RS 86 P 
SNC - RS 84 N / RS 84 P 
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お問い合わせは 

r ソニー 業務 用 商品相談窓□のご案内」にある窓 □へ 

ソニー 株式会社 〒1 08-0075 東京都港区港南1 -7- 1 

http://www.sony.co.jp/ 


まをのために 


ソニー製品はま全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品 
は、まちびった使いかたをすると、火災や感電などにより死 t や大けび 
など人身事故につなびることびあり、危険です。事故を防ぐために次の 
ことを必ずお守りください。 

• 安全のためのま意事項を守る。 

• 故障したり破損した5使わずに、ソニーの相談窓□に相談する。 


警告表示の意味 

この設置説明書および製品では、次のよ 
ラな表示をしています。表示の内容を 
よく理解してから本夕をお読みくださ 
い。 

この表示のを意事項を守5ないと、火 
災や感電などによ0死 t や大けびなど 
人身事故につなびることびあります。 

IA 注意 I 

この表示のを意事項を守5ないと、感 
電やその他の事故によ0けがをしたり 
周辺の物品に損害を与えたりすること 
びあ0ます。 


ま意を促す記号 

A A\ 

乂が 感電 

行為を禁止する記号 

0 ® 

禁止 分解禁止 

® % 

めれ手禁止水めれ禁止 

行為を指示ずる記号 

〇 

指巧 



下記のま意を守5ないと、义災ゃ感電、 
落下により死亡ゃ大けがにつなげる 

ことげありまず。 


設置や配線工事のときに屋内配線や屋内配管を傷つ 
けないよう気をつける 

〇 特に壁に巧を開けた0、電源コードやケーブルを固定した 

りするときは充分に気をつけてください。屋内配線や屋 
指示 内配管の傷は、火災や感電、漏電の原因とな0ます。 


指定された電源コードや接続ケーブルを使う 

〇 設置説明書に記されている電源コードや、接続ケーブルを 

使わないと、火災や故障の原因となることびあ0ます。 

指示 


指定された電源電圧で使用する 

〇 指定されたちのと異なる電源電圧で使用すると、火がや感 

電の原因となりまず。 

指示 


電源 コー ドのプラグおよび コネクターは 突を当たる 
まで差し込む 

〇 真っ直ぐに突を当たるまで差し込まないと、火災や感電の 

原因となります。 

指示 


設置は専門の工事業をに依頼ずる 


〇 

ホ日 W 


設置については、必ずお買い上げ店またはソニーの相談窓 
□にご相談ください。 

壁や天井など高所への設置は、本機と取り付け金具を含む 
重量に充分耐え5れる強度びあることをお確かめの上、確 
実に取り付けて<ださい。充分な強度びないと、落下して、 
大けびの原因とな0ます。 

また、1年に一度は、取0付けびゆるんでいないことを点 
検してください。また、使用状況に応じて、点検の間隔を 
短くしてください。 


製品の設置は充分な強度のある場所に取り付ける 

〇 強度の不充分な場所に設置すると、落下、転倒などにより、 

けびの原因とな0ます。 

指示 


機器や部品の取り付けは正しく行う 


〇 

指示 


機器や部品の取り付け方や、本機の分離-合体の方法を誤 
ると、本機や部品び落下して、けがの原因となることびあ 
ります。 

設置説明書に記載されている方法に従って、確実に行って 
<ださい。 


ねじ-ボルトはしっかりと締め付ける 

〇 取り付ける場所、ネオ質によって適切な取り付けをしてくだ 
さい。 

指示 

付属のワイヤ□ープを利用して取りつける 

〇 高所での作業では機器の落下により通行人等に重大な危 
害を与えることびあります。 

指示 

油煙、湯気の多い場所には設置しない 

0 上記のよラな場所やこの設置説明書に記されている使巧 
条件政外の環境に設置すると、火災や感電の原因となるこ 
禁止 とびあります。 

高所等の強風が予想される場所に設置しない 

0 * 高所では地上に比べてより強い風び吹さます。 

• ビル風等、場所によっては地上でわ強風の吹くところび 
禁止 お0ます。 


塩害や腐食性ガスび発生する場所へは設置しない 


0 

禁止 


金属の腐食により破壊、落下の原因になります。 


可燃性ガスの発生ずる場所へは設置しない 

0 本機は防爆機器ではありません。 

本機の運転により爆発-火災の危険びあります。 

禁止 

ひさしなどによる防雪 

0 * 積雪の重みにより、実際の重さび増す可能性びあります。 

• 積雪により本機周辺の通風び阻害される可能性びあります。 

指示 

振動のある場所へは設置しない 

軽度の振動びあるとをは、画像びブレる場合びあります。 

禁止 

電源コードや接続ケーブルを傷つけない 

0 電源コードや接続ケーブルを傷つけると、火災や感電の原因と 

な0ます。 

禁止 • 電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 

• 電源コードに重いをのを載せたり、引っ張ったりしない。 

• 電源コードを抜くときは、必ずプラグを持って抜く。 

不安定な場所に設置しない 

0 なのよラな場所に設置すると倒れた0落ちた0して、けびの原 

因になることびあります。 

禁止 • ぐ5ついた台の上 
• 傾いたところ 
• 振動や衝撃のかかるところ 

また、設置-取り付け場所の強度を充分にお確かめください。 


電源コードやケーブルを窓やドアにはさみ込まない 


〇 コードやケーブルび傷つくと、ショートによる火災や感電の原 

因となります。 

指示 



下記のま意事項を守5ないと、けがをしたり周辺 
の物品に損害を与えたりずることびありまず。 


分解や改造をしない 

® 分解や改造をすると、火災や感電、けびの原因となることびあ 

ります。 

分解禁止内部の点検や修理は、お買い上げ店またはソニーの相談窓□に 
ご依頼ください。 


開□部はふさびない 


0 

禁止 


本機周辺の通風び阻害される可能性びあります。 


めれた手で電源プラグをさわ!5ない 


d ) 

めれ手禁止 


城れた手で電源プラグを抜を差しすると、感電の原因となるこ 
とびおります。 


内部に水や異物を入れない 

0 水や異物び入ると、火災の原因となります。 

万一、水や異物び入ったときは、すぐに本機び接続されている 
禁止 電源供給機器の電源コードや本機の接続ケーブルを抜いて、お 

買い上げ店またはソニーの相談窓口にご相談ください。 


接続の際は電源を切る 

〇 電源を入れたままで電源コードや接続ケーブルを接続すると、 

感電や故障の原因になることびあります。 

指示 

移動の際は電源コードや接続ケーブルを抜く 

〇 接続したまま移動させると、コードび傷つを、火災や感電の原 

因となることびあります。 

指示 

この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用す 
ると電波妨害を引さ起こすことびあります。この場合には使用者び適 
切な対策を講ずるよラ要求されることびあります。 VCCI-A 


巧証書とアフターサービス 


保証書 

この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際にお受け取り 
<ださし、。 

所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切になをしてくださ 
い。 


アフターサービス 


調子が悪いとをはまずチェックを 

この説明書ををラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いときはサービスへ 

お買い上げ店、またはお近 < のソニーの相談窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳し<は保証書を 
ご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただ 
をます。 


ほ用上のごを意 


ご使用の前に 

• ケーブルだけを持ってカメラを持ち上げないでください。 

• 開おしてか5、結露びある場合には結露びなくなってか5電源を入れてく 
ださい。 

データ. セキュリティについて 

• ネットワークカ;ラを使用することにより、インターネットを通じて容易 
にカメラ映像にアクセスすることびでさます。一方で第王者によりネッ 
トワークを通じてモニタリング画像および音声を閱賣、使用等される巧能 
性びあります。ネットワークカメラの設置およびご利用については、被写 
体のプライバシー、肖像権などを考慮のラえ、お客様の責任で行ってくだ 
さい。 


• ネットワークカ方ラへのアクセス権限は、ユーヴー名およびパスワードを 
設定することにより行われます。それ!^^上のカメラによる認証作業は行 
われません。 

• 諸事情による本ネットワークカメラに関連するサービスの停止、中断につ 
いては、ソニーは一切の責任を負いません。 

• ワイヤレス LAN をご使用時にはセキュ U ティの設定をすることび非常に 
重要です。セキュ U ティ対策を施さず、あるいはワイヤレス LAN の仕様上 
やむを得ない事情により、セキュ U ティの問題び発生した場合には弊社で 
はこれによって生じたあらゆる損害に対する責任を負いかねます。また、 
記録されたデータの損失、修復の責任ち負いかねます。 

• 必ず事前に記録テストを行い、正常に記録されていることを確認してくだ 
さい。本機や記録方ディア、外部のストレージなどを使用中、万一これら 
の不具合により記録されなかった場合の記録内容の補償については、ご容 
赦ください。 

• お使いになる前に、必ず動作確認を行って<ださい。故障そのイ也に伴ラ営 
業上の機尝損失等は保証期間中および保証期間経過媛にかかわ5ず、補償 
はいたしかねますのでご了承ください。 

• 本製品の使用によ0データび消失した場合でわ、データの保証は一切いた 
しかねます。 

個人情報について 

本機を使用したシステムで撮影された個人を識別できる情報は、「個人情報 
の保護に関する法律」で定められた「個人情報」に該当します。法律に従って、 
映像情報を適正にお取0扱いください。 

• 本製品を使用して記録された情報内割ま、「個人情報」に該当する場合びあ 
ります。本製品、または記録媒体び廃棄、譲渡、修理などで第云者に渡る場 
合には、その取0扱いを充分にを意してくださし、。 

使用-保管場所について 

次のよラな場所での使用および保管は避けてください。 

• 極端に暑い所や寒い所(使用温度は一40む〜+50で） 

• 強い磁気を発するわのの近く 
• 強力な電波を発するテレビやラジオの送信所の近く 
• 振動や衝撃のある所 
• 放射線や X 線び発生する場所 

• エアコンの室外機付近など、温度変化び激しい場所 （ ドームカバーび曇る 
ことびおります。） 

• 湯煙、湿気の多い場所 

• 高所等の強風び吹<場所 

• 稳害や腐食性ガス、可燃性ガスび発生する場所 

放熱について 

動作中は布などで包まないでください。内部の温度び上び0、故障や事故の 
原因にな0ます。 

輸送について 

• 持ち運ぶときは、必ず電源を切ってか5運んでください。 

• 輸送するときは、付属のカートンとクッション、または同等品でお包し、強 
い衝擊を与えないよラにしてください。 

アースについて 

• アース接続は、必ず電源ケーブルをま電源につなぐ前に行って < ださし、。 
また、アース接続をはずす場合は、必ず電源ケーブ j レを主電源か5切り離 
してか5行ってください。 

• 本機では落雷等の被害をより少なくするためアース接続を推奨します。 

ご使用前にアースび正しく確実に取り付けられているか確認してくださ 
い。 

取付方法について 

この製品は、ドームカバーび垂直下向さに、傾かないよラ吊り下げて設置し 
て < ださい。 

設置時の湿度について 

本機の設置は、湿度の低いとさに行ってください。湿度の高いとさに設置を 
行ラと、動作中にドームカバー内び曇ることびあります。 

寒を地での使用について 

本機内部にはヒーターび内蔵され、内部温度び低下すると自動的に動作しま 
す。ただし、環境によっては、ドームカバーに付着した雪や霜を解凍でさま 
せん。 

低温環境での起動-終了について 

• -10で切下の環境で起動すると、起動直後はカメラ本体システムび動作し 
ないことびあります。その場合、ヒーターび動作して内部温度び上昇媛に 
力方ラ本体び起動します。正常な画像び得られるまでに2時間程度かかる 
場合びあります。 

• 0む切下の環境で電源を切ると、ドームカバー内び曇ることびあ0ます。 
電源を再投入しても曇りびすぐに消えない場合びあるため、短時間の休止 
後に再度使用する場合は、電源を切5ないことをお勧めします。 

お手入れについて 

• 外装のミちれは、乾いたやわ5かい布で軽く a を取ってください。ミちれびひ 
どいとさは、中性洗剤溶液をかし含ませた布でミちれを拭さ取ったあと、か 
5ぶさして < ださい。 

• アルコール、ベンジン、シンナー、殺虫剤など揮発性のをのをかけると、表 
面の仕上げをいためたり、表示び消えたりすることちあ0ます。 

異常や不具合び起きたときは、お買い上げ店またはソニーの相談窓□にお問 
い合わせください。_ 

レーザー ビームについての ごま意 

レーヴービームは撮像素テに損傷を与えることびあります。レーヴー 
ビームを使用した撮影環境では、撮像素子表面にレーヴービームび照射 
されないよラ十分ミ主意してください。 


CF 力ードに関して 

CF 力ードに記録したデータは、政下の場合に破損したり、消失したりする可 
能性びあ0ます。データの破損や消失による損害や賠償、逸失利益について 
は、弊社は一切の責任を負いかねますので、ご了承ください。 

• CF 力ードにアクセス中に、本機か5取り出したり、本機電源を切ったりし 
た場合 

• CF 力ードに衝撃び加わった場合 

• CF カードび製品寿命になった場合 

(使用方法により、製品寿命は大幅に短くなる場合びあります。） 

• CF カードび正しく装着されなかった場合 


撮像素子特有の現象 


撮影画面に出る下記の現象は、撮像素子特有の現象で、故障ではありません。 

白 点 

撮像素子は非常に精密な巧術で作5れていますび、宇苗線などの影響によ 
り、まれに画面上に微小な白点び発生する場合びあります。 

これは撮像素子の原理に起因するわので故障ではありません。 

また、下記の場合、白点び見えやすくなります。 

• 高温の環境で使用するとさ 
• ゲイン(感度)を上げたとき 
• ス□ーシャツターのとを 

スミア現象 ( SNC - RS%N / RS 86 P / RS 84 N / RS 84 P のみ） 

強いスポット光やフラッシュ光などを撮影したとさに、画面上に縦線や画乱 
れび発生することびあ0ます。 

巧り返しひずみ 

細かい模様、線などを撮影すると、ギヴギヴやち5つきび見えることびあり 
ます。 


付属の説巧書について 


設置説明書(本書） 

この設置説明書には、力;ラ本体の各部の名称や設置、接続のしかたび 
記載されています。操作の前に必ずお読みください。 

ユーザー ガイド ( CD - ROM に収録） 

力^ラのセットアップの方法や、 Web ブラウヴを介したコント□-ル 
の方法び記載されています。 

設置説明書に従って力六ラを正しく設置、接続したあと、ユーヴーガイ 
ドをご覧になって操作してください。 

CD-ROM マニュ アルの使いかた 

付属の CD - ROM には、本機のユーヴーガイド（日本語、英語、フランス語、 
ドイツ語、スペイン語、イタリア語、中国語）び PDF 形式で記録されてい 
ます。 

準備 

付属の CD - ROM に収録されているユーザーガイドを使用するためには、 
下のソフトウエアびコンピューターにインス!-ールされている必要 
びあります。 

Adobe Reader 6.0 LU 上 

Adobe Reader びインス I ルされていない場合は、次の URL からダウ 

ン□ー ドでをます。 

http :// www . adobe . com / 

マニュアルを読むには 
1 CD - ROM を CD - ROM ドライブに入れる。 

表紙ページび自動的に Web ブラウヴで表示されます。 

Web ブラウヴで自動的に表示されないとさは、 CD - ROM に入って 
し、る index . htm ファイルをダブルクリックしてください。 

2読みたいマニュアルを選択してクリックずる。 

マニュアルの PDF ファイルび開きます。 

「目次」の各項目をクリックすると、その見出しのぺージび表示されます。 

• Adobe Reader のパージヨンによってファイルび正しく表示されないこ 
とびあります。 

「準備」の項の URL より最新のソフトウエアをダウン□ー ドしてお使いく 
ださい。 

•〔 D - R 0 M が破損または紛失したため、新ししに D - R 0 M をご希望の場含は、 
ソニーのサービス担当者にご依頼 < ださい(有料)。 

Ad 日 be および Adobe Reader は、 Adobe Systems Incorporated (アドビシス 
テムズ社)の商標です。 


Smartphone viewer 機能について 


本製品には 、 Smartphone viewer 機能び搭載されております。 

この機能により、スマートフォンか5ネットワークカ^ラの映像取得お 
よびパン•チルト-ズーム操作を巧ラことびできます。 

本機能に関する詳細は、下記 URL に掲載されている 「Smartphone 
viewer ユーヴーマニュアル」をご確認ください。 
http :// vvvvvv.son 义 net / ipela/snc 


さ部の名祿と働を 


カメラ本体前面 □ 

〇トップヴンシ I — ド 
〇ヴンシ 1— ド 
包 ドームカバー 

カメラ本体 上面 回 

〇落下防止ワイヤー 

落下を防止するために使用します。 

〇 CF 力ードス□ット 

別売のワイヤレスカード SNCA - CFW 5* 、または推奨 CF 方モリー 
カー ドを装着することびできます。 

SNCA - CFW 5* に別売のワイヤレス LAN アンテナ SNCA - AN 1 と別売 
の屋外用アンテナケーブルキット SNCA - CW 5 を取り付けることで、 
無線 LAN での通信距離を伸ばすことびでさます。 

• CF カードの上面を、本磯の外に向けて装着してください。 

• 動作確認済みの CF メモ U —カードについては、ソニーの相談窓口にお 
問い合わせください。 

• SNCA-CFW5. SNCA-AN1 及び SNCA-CWS は一部地域では販売されて 
おりません。詳しくはソニーの柜談窓□にお問い合わせください。 

〇ぴ力ードレパー 

CF カードス□ットに装着された CF カードを抜くとさに使用します。 

〇定格ラベル 

機器の名称と電気定格び表示されています。 

〇カメラ接続端子 

トップユニットの力^ラ接続端子と接続します。 

トップユニット下面 因 

〇リセットスイッチ 

本機の設定を工場出荷時の状態に戻します。 

1. ^||\||下の方向に動かし、力;><ラ本体と接続します。 

2. 電源を入れ約1分間待ちます。セットの初期化び終了し、力^ラ 
び起動します。 

3. カメラの起動を確認、後、再度電源を切0カメラ本体をはずします。 

4. U セットスイッチを元の位置に戻します。 

• 工場出荷時の状態に戻した場合、お客様の設定した内容はすべて失わ 
れます。必要に応じて設定状態を保をすることをお勧めします。保存 
のしかたはユーヴーガイドをご覧<ださし、。 

• U セットスイッチは、必ず元の位置に戻してください。戻さない場含、 
電源を入れるたびに工場出荷時の状態に戻ります。 

⑩ カメラ接続端子 

力^ラ本体の力;/ラ接続端テと接続します。 

ケーブル 囚 

のシリアル通圖/〇 (入出力)ケーブルだピン） 

シリアル通信ポートを備えています。接続には付属の5ピン接続八一 
ネスを使巧します。 

の アラーム I/O (入出力)ケープル (9 ピン） 

4系統のセンサー入力、2系統のアラーム出力を備えています。 
接続には付属の9ピン接続八ーネスを使用します。 

⑩ LAN (ネットワ—ク)ケ—スレ ( RJ 45) 

ネットワークケーブル ( UTP 、 カテコ'リー 5) を使巧してネットワー 
ク （10 BASE - T /100 BASE - TX ) に接続します。 

⑩ライン出力端子(ミニジャック、モノラル） 

市販のアンプ内蔵スピーカーを接続します。 

⑩ マイク入力端子(ミニジャック、モノラル） 

市販のマイクを接続します。 

⑩ 映像出力端子 

本機か5の映像をコンポジット信号として出力します。 

の AC 24 V IN (電源入力)端テ 

AC 24 V の電源供給装置へ接続します。 

(裏面へ続 <) 





















メカ駆動 

パン駆動 

チルト駆動 


360°連続回乾 
400° /秒(最高） 

210° (自動画面反転機能つを) 
40〇6 /秒(最高） 


別売アクセサリー 

ワイヤレスカード SNCA - CFW 5* 

ワイヤレス LAN アンテナ SNCA - AN 1 
屋外モデル用 

アンテナケーブルキット SNCA - CW 5 


インターフェース 

ネットワークポート 

1 0 BASE - T /1 00 BASE - TX 、 才ートネコ’シエーシヨン 
( RJ -45) 

I / O ポート センサー入力； X 4、 MAKE 接点 

アラーム出力： X 2 撮大 AC / DC 24 V 、] A ) 
(メカニカル IJ レー出力、本体とは電気的に絶縁） 

映像出力端子 VIDEO OUT ( BNC 型） 

1.0 Vp - p 、 75 Q 不平衡、同期負極性 
CF 力ードス〇ット 

CFType I/ll 

マイク入カ ミニジャック（モノラル） 

プラグインノ くワー方式対応(基準電圧 2.5 VDC ) 

推奨負荷インピーダンス 2.2 kO 
* マイク入力とライン入力はメニューによる切0換え 
ライン入カ ミニジャック（モノラル） 

推奨負荷インピーダンス10 kO 
* マイク入力とライン入力はメニューによる切0換え 
ライン出カ ミニジャック（モノラル)、最大出カレベル：1 Vrms 

その他 

電源電圧 AC 24 V ± 10% 50 Hz /60 Hz 

消費電力 SNC - RH 164 :最大 80 W 

SNC - RS 86 N / RS 86 P / RS 84 N / RS 84 P :最大 78 W 
使用温度 一40 む〜+50む 

保存温度 一20む〜+60む 

動作湿度 10%〜90% (結露無きこと） 

保存湿度 10%〜90% 

がお寸法田（直径/高さ） 

0238 mm x 344 mm (突起部含まず） 

質量 約 4.3 ka 

付属品 トップサンシェード (1) 

カップ U ング (1) 

ワイヤ固定ベルト (1) 

ボルト (4) 

接続八ーネス5ピン (1) 

接続ハーネス9ピン (1) 

設置説明書(一式） 

CD - ROM (ユーザーガイド、付属プ□グラム) (1) 

防水キャップ (3) 


アラーム出力への酉 S 線図 

カメラ内部 外部 


DC 24 V 



をな仕様 


ネットワーク 

プ□トコル TCP / IP 、 ARP 、 に MP 、 HTTP 、 FTP (ヴーパ'-/クライ 

アンり 、 SMTP (クライアント ）、 DHCP (クライアント)、 
DNS (クライアント ）、 NTP (クライアント ）、 SNMP 
( M 旧-2)、 RTP/RTCP 

圧縮方式 

映像圧縮方式 」 PEG / MPEG 4/ H .264 
音声圧縮方式 G .711/ G . の6 (4032,24,1 6 kbps ) 

最大フレームレート 

SNC - RH 164 : JPEG / MPEG 4/ H .264 : 30 fps (1280X 
720) 

SNC - RS 86 N / RS 86 P / RS 84 N / RS 84 P : JPEG / MPEG 4 / 
H .264 : 30 fps (720 X 480) 

カメラ 

力六ラ方式 SNC - RH 164 :カメラ HD (720 P ) 

SNC - RS 86 N / RS 86 P / RS 84 N / RS 84 P :カメラ SD 
信号方式 SNC - RH 164 : NTSC カラー/ PAL カラー切り誓えち式 

SNC - RS 86 N / RS 84 N : NTSC カラーち式 
SNC - RS 86 P / RS 84 P : PAL カラー方式 
撮像素テ SNC - RH 164 :1/3型 CMOS 

SNC - RS 86 N / RS 86 P / RS 84 N / RS 84 P :1/4型インターラ 
イン転送方式 CCD 
有効画素数 

SNC - RH 164 :約200万画素 
SNC - RS 86 N / RS 84 N :約38万画素 (NTSQ 
SNC - RS 86 P / RS 84 P :約44万画素 ( PAL ) 

同期方式 SNC - RH 164 :内部同期方式 

SNC - RS 86 N / RS 86 P / RS 84 N / RS 84 P :内部同期/電源同 
期切り誓え方式 

最低被写体照度 

SNC - RH 164 : 2.1 lx ( F 1.8 /AGC ON /50 IRE ( IP )) 
SNC - RS 86 N / RS 86 P ：0.75 lx ( FI .6 /AGC ON /50 IRE ( IP )) 
SNC - RS 84 N / RS 84 P ：0.44 lx (FI .4 /AGC ON /50 IRE ( IP )) 
水平解像度 SNC - RH 164 : 480 TV 本(アナ□グビデオ出力） 

SNC - RS 86 N / RS 86 P / RS 84 N / RS 84 P : 530 TV 本(アナ 
□グビデオ出力） 

映像 S / N ( AGC 0 dB 時） 

50 dBL 处上 

レンズ 

焦点距離 SNC - RH 164 : 5.1 mm 〜51 mm 

SNC - RS 86 N / RS 86 P : 3.4 mm 〜1 22.4 mm 
SNC - RS 84 N / お 84 P : 4.1 mm 〜 73.8 mm 
最大口径比 SNC - RH 164 : F 1.8( wide ). F 2.1( tele ) 

SNC - RS 86 N / RS 86 P : F 1.6( wide )、 F 4.5( tele ) 
SNC - RS 84 N / RS 84 P : F 1.4( wide ). F 3.0( tele ) 

最至近撮影距離 SNC - RH 164 :10 mm ( wide ) 〜800 mm ( tele ) 
SNC - RS 86 N / RS 86 P : 320 mm ( wide ) 〜 

1500 mm ( tele ) 

SNC - RS 84 N / RS 84 P : 290 mm ( wide ) 〜 

800 mm ( tele ) 


* SNCA - CFW 5. SNCA - AN 1 および SNCA - CW 5 は一部地域では販売されてお 
りません。詳しくはソニーの相談窓□にお問い合わせください。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更することびあります 
び、ご了承ください。 


定期点検のお願い 

本機を長期間ご使用になる場合は、安全にお使いいただくため、定期 
点検をお願いします。 

外観上は異常びなくてわ、使用頻度によって部品び劣化している可 
能性びあ0、故障した0事故につなびることびあ0ます。 
♦詳しくはお買い上げ店またはソニーの相談窓口にご相談くださ 
い。 


補修用部品の保有期間 

発売終了後、原則7年間保有しますび、場合によっては化督品等で巧 
化、し'^にしまず。 
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設置のしかた(ワイヤレス LAN を使用する場合) 
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目隠しフタ. 
オー U ング 


ワッ 



トップユニッ I 
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トップユニッ I 



アンテナケーブ 
ルキットの機内 
ケーブル(別売) 


MMCX コネクタ 
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ワイヤレスカード(別売） 


本体カメラ 


カードス□ッ 
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トップユニッ 


MMCX ； □ネクタ 



ワイヤレスカード 
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単位 ： mm 


0238 


• 電源コードや接続ケープル、コネクターに浸水びないよラに設置して < ださ 
い。 

機器内部への浸水や故障の原因となります。 

• 本磯を取り付けることびできるマウントアーム(付属していません)は、取付部 
のネジび NPT ] 1/2" のちののみです。 

• 設置するとをは、ドームカバーに傷•ミちれをつけないよラにミ主意してください。 
• 設置する隙には、水平 （ ドームカバー下向さ）に設置してください。 

• ドームカバーの線から上の範固(田 a ) の画像は倍率や角度によってボケや歪 
みび生じる場をびありまず。 

IA 警告 I 

• 壁など高所へ設置する隙は、専門の工事業者に依頼してください。 

• 設置するとさは、本体とマウントアームを含む重量に充分耐え5れる強度 
のある場所に確実に取り付けてください。充分な強度びないと落下して大 
けびの原因となります。 

• 落下事故防止のため、落下防止ワイヤーを必ず使用してください。 

• ボルトびゆるむとカメラ本体や部品び落下または、水漏れをする可能性びあり 
ます。ゆるまないよラに、しっかりとボルトやネジを締めつけてください。 

• 1年に一度は取り付けびゆるんでいないことを点検してください。また、使 
用状況に応じて点検の間隔を短くしてください。 


設置方法 


曰 


設置ずる前に 

マウントアーム(付属していません)の取扱説明書に従って、壁などに必要な 
ネジ巧や接続ケーブル用の巧を開け、マウントアームを取り付けます。 

設置のしかた(カメラ本体） 

設置に使用するボルトはすべて5 N • m で綿めつけてください。 

1 マウントアームに付属のワイヤー固定べルトとワイヤーブラケットを 
取り付ける。その後、ナット2個で締め付けしつかりとマウントアーム 
に固定ずる。 

ワイヤーブラケットの巧には落下防止巧ワイヤーを通します。しっか 
りとナットを締めて固定してください。 

2 付属のカップリングをマウントアームに回して取り付ける。 

カップ U ングびゆるむとカメラ本体び落下する可能性びあります。ゆるまな 
いよラに、しっかりと止めてください。 


百 


設置のしかた(カメラ本体） 

1,2 



3,4 



トップ: 


6 



ボルト: 


ボルト X 2 



8,9 






10,11 


防水キャップ X 3 



12 


トツプヴンシ王ード 



13,14 


トツプヴンシ王ード 




各機能や設定について詳しくは、付属の CD-ROM に収録されているユーヴーガイ 
ドをご覧ください。 

センサー入力への配線図 

メカニカルスイッチ/オープンコレクター出力装置 


カメラ内部 


3.3 V 


lOkO 
2.2 kO 
lOkn 

□ 


を 


lOkQ 


I 


ホ 

アースアース 


外部 


去 

アース 


メカニカル 

スイッチ 




または 


オープンコレクター 
出力装置 


I / O ケーブル咐属)のピン配歹 IJ 


シリアル通信 In/Out (5 ピン) 


ピン 

番号 

ピン名称 

色 

RS232C 

RS422/ 

RS485(Full) 

RS485 

(Half) 

1 


Rx - 


黄 

2 

Rx 

Rx + 


程 

3 

Tx 

Tx - 

Tx-/R 父一 

赤 

4 


Tx + 

Tx +/ Rx + 

茶 

5 

GND 

黒 


3 カメラ本体の上部か5ボルト3本をはずし、カメラ本体とトップユニッ 
卜の兰角マークが一致ずる e 置まで回輯させる。その後、カメラ本体か 
ろ トップユニットを上へ引を巧く。 

ボルトをゆるめるために対辺5 mm の六角レンチを用意してくださし、。 

4 付属のボルト2本をトップユニット上部のネジ巧にイ反固定ずる。 

ボルトをネジ巧に3 mm 程度入れてください。 

5 マウントアームか5のケーブルとトップユニットか5のケーブルを接 
続ずる。その後、接続したケーブルをマウントアームの中に押し込む。 

6 マウントアームにトップユニットをボルトで取り付ける。 

トップユニットに仮固定したボルトをカップ I 」ングの溝に入れ、矢印の 
方向に最後まで回転させて<ださい。その後、ボルトを締め付けてくだ 
さい。 

7 付属のボルト2本をカップリングのネジ巧に取り付け、締め付ける。 

8 カメラ本体の落下防止ワイヤーをワイヤーブラケットの巧に引っ掛け 
る。 

9 カメラ本体とトップユニットの兰角マークの位置を合わせ、カメラ本体 
をトップユニットへ押し込む。その後、矢印の方向に最後まで回乾させ 
る。 

10 カメラ本体とトップユニットを手順3で取りはずしたボルト3本で取り 
付ける。 

11 締め付けたボルトの上へ付属の防水キャップをかぶせる。 

12 付属のトップサンシェードを左ちに分割し、カメラ本体上部で合体して 
元の形状に戻ず。 

落下防止ワイヤーはトップサンシェードの中を通してください。 

13 カメラ本体とトップヴンシ I ードの云角マークの位置を合わせて、トッ 
プサンシェードをカメラ本体へ押し込む。その後、矢印の方向に最後ま 
で回輯させる。 

14 トップサンシェードに付いているネジで、カメラ本体とトップサン 
シェードを固定ずる。 

トップサンシェードは、直射日光によって機内温度び上びるのを防ぐため必 
ず取り付けて < ださい。 

設置のしかた(ワイヤレス LAN を使用する場合 ） H 

ワイヤレス LAN を使用するには別売のワイヤレスカード ( SNCA - CFW 5‘)、 
ワイヤレス LAN アンテナ （ SNCA - AN 1)、 屋外モデル用アンテナケーブル 
キット （ SNCA - CW 5) び必要です。 

* SNCA - CFW 5 は一部地域では販売されておりません。詳しくはソニーのネ目談窓□に 
お問い合わせ < ださい。 

1 「設置のしかた(カメラ本体)」の手順3でトップユニットを取りはずず。 

2 トップユニットに付いているネジ1個をはずして、ワッシャーと目隠し 
フタ、オーリングを取りはずず。 

取りはずした部品は、アンテナケーブルキットの機内ケープルを取りはずす 
隙に必要になります。欠品すると防水性能を満たせなくなりまずので、大切 
に保管してください。 

3 屋列モデル用アンテナケーブルキット ( SNCA - CW 5) の機巧ケースレ 
を、トップユニットに取り付けてケーブル付属のワッシャー、ナットで 
締めつける。 

ナットびゆるむと防水性能を満たせなくな0ますので、しっかりナットを締 
めつけて < ださい。 

4 ワイヤレスカードを、本体カメラの力ードス□ットに奧までしっかりと 
挿入ずる。 

ワイヤレス LAN 力ードを、斜めに挿入すると内部部品び破壊する可能性びあ 
ります。ワイヤレス LAN 力ードは垂直に挿入してください。 

5 屋列モデル用アンテナケーブルキットの MMCX コネクタを、ワイヤレス 
力ードのコネクタに接続ずる。その後、「設置のしかた(カメラ本体)」 

の手順10でカメラ本体とトップユニットを取り付ける。 

トップユニットを取り付ける隙、ケープルをはさみこまないよラに注意して 
<ださい。 

カメラのはずしかた 

1 「設置のしかた(カメラ本体)」の手順14でトップサンシェードを固定し 
たネジ1本をはずし、トップサンシェードを取りはずず。 

2 「設置のしかた(カメラ本体)」の手順10、11で取り付けた防水キャッス 
ボルト3本をはずず。 

3 カメラ本体とトップユニットの兰角マークの位置が合ラところまで、 
トップユニットを回乾させてカメラ本体を下に引を巧く。 

4 カメラ本体の落下防止ワイヤーをワイヤーブラケットの巧か5はずず。 


ネットワークへの接続 旧 

市販のネットワークケーブル(ストレートケーブル)を使って、本機の LAN 
ポートとネットワークのルーターまたは八ブを接続します。 

コンピューターへ接続ずるには 

市販のネットワークケーブル(ク□スケーブル)を使って、本機の LAN ポート 
とコンピューターのネットワークコネクターを接続します。 

電源への接続 旧 

• 安全で確実な処理をして < ださし、。 

• ミニジャック/プラグはノン□ックコネクターです。最後まで挿入した 
後、ビニールテープなどで巧けないよラに処理してください。 

• その他のコネクターは□ック型です。最後まで確実に挿入してくださし、。 

• BNC コネクターは回転□ック型です。 

AC 24 V の電源供給装置を本機の電源入力端子 (#1 と# 3) へ接続しまず。 

• 最大約4 A の電流び流れたとき AC 24 V び確保でをるよラに処理をしてく 
ださし、。 

• AC 24 V は、商用電源に対して絶縁された電源を使用してください。 

• 使用電圧範囲は次のとお0です。 

AC 24 V : 21.6 V -26.4 V 

• AC 24 V の配線には、 UL ケーブル ( VW -1 style 10368) を使巧してくだ 
さい。 

必ず#2 (中央)のアース端子の接続をしてください。 

推奨電源ケーブル 
共給元電源電圧 AC 24 V のとさ 


サイズ ： AWG 

AWG 22 

AWG 20 

AWG 18 

AWG 16 

最大使用可能長 ( m ) 

5 

8 

15 

21 


アラーム In/Out (9 ピン) 


ピン 

番号 

ピン名称 

色 

1 

アラーム出力 2— 

紫 

2 

アラーム出力 2 十 

紫 

3 

アラーム出力1 一 

青 

4 

アラーム出力1+ 

青 

5 

センサー入力 4 

黄 

6 

センサー入力 3 

信 

7 

センサー入力 2 

赤 

8 

センサー入力 1 

茶 

9 

GND 

黒 


接続 


度套度貴 
角速角速 














































































































































































































































